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シングルピクセルイメージングは単一画素検出器を用いた計測システムと信号再構成により測

定対象の 2 次元構造情報を得るための技術である[1]．この技術を 3 次元計測に拡張する方法とし

て，シングルピクセルホログラフィーが提案されている [2]．この方法では, シンググピクセルイ

メージングの計測光学系を干渉計測に応用させる．干渉計測において，空間光変調デバイスの画

素間隔とフレームレートがイメージングの性能の制約となる． 

本報告では，空間光変調デバイスを用いずに，単一画素検出により干渉イメージングを実行す

る計測法を提案する．図１に計測系の概念図を示す．図に示すように，干渉計の参照光成分のガ

ルバノ反射鏡の角度を制御する．角度制御により干渉信号は 2 次元空間座標に特有の強度変調が

施される．このことを利用するとフーリエ変換シングルピクセルイメージング[3] と同様の空間変

調が施された計測データを取得できる．測定対象に位相型ゾーンプレートを想定した検証を行っ

た．その結果を図 2 に示す．図 2 に示す画像は画素数が 64×64、である．図より位相分布の概形

が再構成されていることが確認できる． 

 

     (a)           (b) 

図１シンググピクセル干渉計測系の概念図                  図 2 数値解析の結果  

(a) 測定対象, (b) 再構成結果 
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